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新地名誕生 ！

What’s in a name?
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こ
れ
は
、
筆
者
が
言
語
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド

の
地
名
に
も
っ
と
も
よ
く
登
場
す
る
語
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を

見
た
だ
け
で
、
こ
の
地
域
が
氷
河
を
有
す
る
急
き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな
山
岳
地
帯

に
位
置
し
て
お
り
、
住
民
は
氷
河
の
ふ
も
と
の
石
こ
ろ
だ
ら
け

の
傾
斜
地
を
、
水
路
を
引
き
、
開
墾
し
て
灌か
ん

漑が
い

し
、
半
農
半
牧

の
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
、
容
易
に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
地
域
と
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
、
ゴ
ジ
ャ
ー
ル
（
北
フ

ン
ザ
）と
よ
ば
れ
る
地
方
だ
。カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
西
側
、パ
ミ
ー

ル
高
原
の
東
側
に
位
置
す
る
。
こ
こ
で
話
さ
れ
る
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ー
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す
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パ
ミ
ー
ル
諸
語
に
属
す

る
言
語
で
あ
る
。
ち
な
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ミ
ー
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は
、「
高
地
に
あ
る
放

牧
地
」
を
指
す
。
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れ
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に
あ
げ
た
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彼
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故
地
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ら
牧

草
地
を
求
め
て
移
動
し
、
自
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件
の
厳
し
い
こ
の
地
に
定
着

す
る
ま
で
の
、
苦
難
の
過
程
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
も
い
え
る
。
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ま
り
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い
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意
味
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半
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修
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語
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さ
ん
が
岩
な
だ
れ
に
遭
っ
た
」
な
ど
な
ど
。
い
ず
れ
も
、
村
か

ら
山
の
放
牧
地
に
向
か
う
経
路
の
難
所
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

ち
な
み
に
、
筆
者
が
言
語
調
査
に
行
き
始
め
て
か
ら
、
新

し
い
地
名
が
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
増
え
た
。
あ
る
夏
、
ヤ
ク

の
名
称
調
査
で
夏
営
地
へ
向
か
う
た
め
に
氷
河
を
横
断
し
て

い
る
際
に
、
同
行
の
日
本
人
研
究
者
が
斜
面
か
ら
滑
落
し
た
。

幸
い
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
我
々
が
調
査
を
終

え
て
帰
る
こ
ろ
に
は
、
こ
の
地
点
は
「k

コ
ー
ジ

oji p

プ
ラ
ト
ゥ
ク

latk

（
コ
ー
ジ

転
び
）」
と
命
名
さ
れ
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、koji

と

は
落
ち
た
同
行
者
の
名
前
で
あ
る
。
我
々
は
図
ら
ず
も
、
あ

ら
た
な
地
名
が
生
ま
れ
る
希け

有う

な
瞬
間
を
、
身
を
も
っ
て
体

験
し
た
の
だ
っ
た
。
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東京外国語大学准教授

ゴジャールの名峰Tupopdan（トゥポプダン、6106メートル）。山名はtupop
（トゥポプ、ワヒー語「日の当たる」）とdan（ダン、ブルシャスキー語「石」）からの
合成語。異なる言語からの合成語はめずらしい
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交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　本号で表紙の右上に「みんぱくは開館40周年を迎えまし

た」と銘打たれた『月刊みんぱく』は最後となる。そうし

た号を、みんぱく開館前の収集をテーマとする特別展「太

陽の塔からみんぱくへ―70年万博収集資料」と関係する

万博資料収集団の特集で、幸いにも飾ることができた。編

集室としても、本館とも関係の深いテーマだけにまだまだ

取り上げたいトピックがあり、企画段階で絞り込むのに苦

労した。

　ところでこの欄を執筆している時点で、正月のテレビ番

組で日本人のコメディアンが顔を黒塗りしたことが、一部

で議論を巻き起こしている。小生はテレビを一切見ないの

で詳細は不案内だが、本誌2017年７月号の特集「異国をま

とう」でまさにこうした問題を扱っただけに、議論の行く

末を興味深く見守っている。ご関心のある向きはぜひ本誌

のバックナンバーもご覧いただけると幸いである。

　なお今号が刊行される3月をもって印東道子教授（本誌の

第10代編集長）、横山廣子教授が退職となる。『月刊みんぱ

く』へも長年にわたりご寄稿いただきました。ありがとうご

ざいます。（丹羽典生）
月刊みんぱく  2018年 3月号
第 42巻第 3号通巻第 486号　2018年 3月 1日発行
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次号の予告
特集

「障害で気づく、障害が築く」（仮）

●表紙：ＥＥＭが収集した世界の仮面。写真：六田知弘
　　　　（左上からケニア、ハンガリー、マレーシア：K0006473、韓国、
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みんぱくフェイスブック
https://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
https://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

②

みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定期
刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通して
多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための
特典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会員
制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）


